
❶名称類似に関する事例

注意を要する名称類似医薬品の組み合わせ

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、名称類似に関する「薬剤取違え」の事例が２１１件報告されています（集
計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。このうち、主な薬効の異なる組み合わせ及び成分の異
なるハイリスク薬を含む組み合わせは特に注意が必要です。２０１４年に引き続き２０１５年にも報
告された注意を要する「名称類似医薬品」の組み合わせを以下に示します。

医薬品名（主な薬効） 医薬品名（主な薬効）

アスパラカリウム
無機質製剤

アスパラ－ＣＡ
カルシウム剤

アテレック
血圧降下剤

アレロック
その他のアレルギー用薬

クラリス
主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの

クラリチン
その他のアレルギー用薬

ノイロトロピン
解熱鎮痛消炎剤

ノイロビタン
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノボラピッド
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ノボリン
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ムコスタ
消化性潰瘍用剤

ムコダイン
去たん剤

ユベラ
ビタミンＥ剤

ユベラＮ
その他の循環器官用薬

※１　「主な薬効」とは、その医薬品の個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　「名称類似医薬品」とは、頭文字が２文字以上一致している医薬品の組み合わせ、もしくはそれ以外で報

告事例に名称が類似していることにより取違えたことが記載されている医薬品の組み合わせとした。
※３　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１０８頁　図表１－６、１１１頁　図表１－

１１、１１３頁　図表１－１６を改変

❺疑義照会に関する事例（薬剤削除）

疑義があると判断する契機となった情報

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、「疑義照会」に関する事例が１，０４０件報告され、このうち、変更内
容が「薬剤削除」であった事例が２７０件ありました（集計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。
　「疑義があると判断した理由」の項目で「当該処方せんと薬局で管理している情報で判断」または「上
記以外で判断」が選択されていた事例に記載されていた「疑義があると判断する契機となった情報」
の内容を以下に示します。

疑義があると判断する契機となった情報 件数

薬局で管理して
いる情報

同一、同効薬の重複 87

149

薬局で管理している情報と処方内容との相違 22
患者の疾患、病態 17
副作用歴 11
残薬の有無 5
処方歴の有無 4
医薬品の相互作用 3

患者との会話

患者が理解している内容と処方内容との相違 12

43

副作用歴 11
同一、同効薬の重複 7
残薬の有無 6
患者の疾患、病態 5
授乳婦 1
医薬品の相互作用 1

お薬手帳
同一、同効薬の重複 33

38医薬品の相互作用 3
お薬手帳の内容と処方内容との相違 2

患者アンケート 授乳婦 2 2
合　計 232

※１　疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例は、医療機関で発生した処方の誤りを薬局で発見した事例を含む。
※２　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　平成２７年年報　２０９頁　図表５－９


